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１． まえがき 
自然環境保護評価システム開発の一端として，音声
情報をよる野鳥の品種識別法についての提案を行う． 
本研究は複数のフォルマントによる識別法[1]を基に，
小さな音声にも対応するスペクトログラムを作成，そ
の分影響の大きくなる雑音の対策として各時刻の音
量が最大の周波数のみで識別を目指す．まず音声に短
時間フーリエ変換を施し，スペクトログラムで表す．
時間方向の識別範囲を狭め，識別に用いる値(素音)を
抜出す．素音とテンプレートの周波数の差，周波数の
変化の差を数値化し識別する． 
2 ．特徴の抽出 
2.1短時間フーリエ変換 
本研究では長さ 1秒の音声で識別を行う．まず音声
に短時間フーリエ変換を施し(式 1)時間を横軸，周波

数を縦軸，音量
2, ftST を 0～255に正規化し(1秒

間で最大の音量を 255 にし音声が小さくても識別可
能にする)濃淡で表すスペクトログラムを作る．時間
の刻み幅は T=1/220(s)とした． 
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2.2時間方向の制限 
 計算量削減の為識別する時刻を制限する．音量 224
以下を雑音として削除，各時刻の残った音量を合計す

る．合計が最大の時刻を中心に 30/220秒で識別する． 
2.3素音の抜出 
 そこから各時刻の音量最大周波数を抜出すが，まだ

情報がない時刻があるので大音量を優先し全体の半

分から抜出す．抜出した集合を時間が不連続，周波数

差が大きい点で分け，十分な時間がある物を素音とす

る．複数の素音を得た場合は全ての素音で識別を行う． 
 テンプレートはサンプルの素音から品種の特徴を

表す部分を選ぶ．1品種当り 2個ウグイス･キビタキ･
ホオジロ･メジロ･ホトトギスについて用意した． 
3．識別方法 
素音とテンプレートの周波数の差(識別距離:d)，周
波数の変化の差(識別形状:dfig)を比較する．これらから
最終的な識別値 djudgeを求める． 
3.1識別距離 
図 1は素音とテンプレートを□と○で表す．識別距
離は双方から次項のWが 1以上で識別値が最小の基
準点を選び(図 1斜線部)，基準点の周波数差を取る． 
3.2識別形状 
 識別形状は識別距離を 0となるように，各時刻にお
ける周波数差 diの平均を取る(式 3) 
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3.3識別値 
 識別距離・形状から識別値を定める．識別距離は同
品種の個体差の要素があり重要性が低い分，識別値は 
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とし，識別値が最小となる基準点を探し，識別値を求

め，事前に定めた閾値以下ならその識別値を採用する．

識別値が最小の品種を識別結果とする． 

 
図 1識別距離･識別形状の定義 
4．実験 
 実験にはテンプレートのある 5種について１種 5個
体,1個体 5つの音声で識別を行った．個々の音声につ
いて識別結果を求め，個体ごとでは過半数以上の音声

で得られた結果を採用し,結果は表 1となった． 
表 1識別試験の正答率(％) 
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全体 
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音声 
80.0 88.0 64.0 64.0 80.0 75.2 

個体 100.0 100.0 80.0 100.0 100.0 96.0 
5．結論 
 個別の音声では 75.2％と改善を要するが，個体ご
とでは 96.0％と高い精度を得た．失敗の傾向として
はホオジロとメジロの精度が特に低く，双方の素音の

周波数が他の 3種に比べ広く分布するため，どのテン
プレートにも識別距離が小さくなりうると考えられ

る．素音を抜出す際に周波数範囲の縮小が問題になる． 
また識別対象外の品種の除外も問題となる．本方法

では一つでも識別値が求まる品種があれば，除外でき

ず，誤識別となる可能性が高い． 
以上，今後の課題として特徴の簡略化と，識別対象

外の品種の除外が上げられる． 
本研究は一部を環境技術開発等推進費の援助を受

けて実施しました。 
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